
会議記録（要旨） 

会 議 名 令和 6年度 第２回杉並区子ども読書活動推進懇談会 

日 時 令和６年 1２月３日（火） 午後２時～４時 

場 所 杉並区立中央図書館 ミーティングルーム１・２ 

出席者 

前田委員、升水委員、澁川委員、遠藤委員、中田委員、鈴木委員、伊藤委員、出保中央

図書館長、奈良学校図書館支援担当係長、辻事業係長、早川企画運営係主査、企画運

営係職員 

配布資料 

○【資料１】令和６年度第２・第３四半期進捗管理票 

○【資料２】東京都立西高等学校図書館紹介 

○【資料３】図書館クイズラリー報告 

１ 開会 

 

２ 中央図書館長 挨拶 

 

３ 令和６年度第２・第３四半期「杉並区子ども読書活動推進計画」活動報告について（資料１） 

〈家庭・地域等における読書活動の推進〉 

事務局：「図書館等による地域の施設への支援の充実」では、杉九学童クラブへ通うため、阿佐谷図書

館の「こわいおはなし会」に参加できないという利用者の声に応えて、杉九学童クラブで「出張こわ

いおはなし会」を開催した。 

また、ゆう杉並の地域ふれあいデーに成田図書館が参加し、リサイクル本の配布、パネル展示による

館の紹介、図書館スタッフおすすめ本の朗読（一部抜粋）をタブレットにて提供した。 

なお、下井草図書館と方南図書館では、ハロウィンイベント中継地点として、仮装して子どもたちに

お菓子を配布するなど、地域住民と積極的に交流し関係を深めている。 

事務局：「児童館・ゆう杉並におけるサービスの充実」では、プラザにてプレパパ・プレママ向けの読

み聞かせ講座を５回開催した。年度末までにあと４回開催する。「ブックスタート事業」は例年どおり

行っている。 

「自主的に地域で活動する人々への支援」については、地域家庭文庫周知のために、おはなし会や人

形劇を開催した。１０月には「地域家庭文庫がすすめる本」の展示やブックリストを作成し、いずれ

も好評だった。 

 

〈図書館等における読書活動の推進〉 

事務局：「資料の整備・充実」の「年代別ブックリストの作成・配布」について、これまでは新 1 年

生向けのものしかなかったため、2・3・4年生用のブックリストを作成することにしたが、対象学年

ではなく本の読みやすさを提示することで、子ども自身の読書力に合わせて本を選べるようにした。 

「多様な読書の機会の提供」として、貸出冊数により景品がもらえる夏休み読書ラリーを各館で開

催した。またハロウィン工作会を開催し来館促進につなげた。今川図書館では館内に小型ドームを設



置し「としょかんプラネタリウム」を開催した。毎回好評の企画である。南荻窪図書館では「ぬいぐ

るみおとまり会」を開催した。こちらも毎年恒例の好評企画である。 

「特別な配慮を必要とする子どもの読書環境の整備・充実」としては、南荻窪図書館、下井草図書

館、今川図書館で布絵本を製作・巡回展示した。高井戸図書館でも児童コーナーに布絵本を展示して

いる。今川図書館では、NPO 法人しゅわえもんによる手話おはなし会を開催した。永福図書館でも

「手話で絵本語り」を開催した。永福図書館は英語おはなし会にも注力しており、今期すでに３回開

催している。 

 「読書相談・レファレンスサービスの充実」としては、今秋の衆議院議員選挙に合わせ、図書館ホ

ームページ内パスファインダーに、「選挙に行こう！（国政選挙編）」を作成した。 

 「学校司書との連携による事業の実施」では成田図書館で、東田中・阿佐ヶ谷中・松溪中の生徒に

書いてもらったおすすめ本の POP を展示した。阿佐ヶ谷中、松渓中の図書館でも同時開催し、好評

を博した。 

 「区内高校との連携」は前計画からの課題であるが、交流を深めるために東京都立西高等学校を視

察した。図書委員による POP 展示やブックハンティング、紀伊國屋書店で生徒の推薦図書展示を行

うなど、積極的な読書推進活動がなされており、学校図書館について学ぶ機会となった。 

小・中学生対象「調べ学習の支援」としては、「図書館を使った調べる学習コンクール」を開催した。

応募件数は全校で１０７３件、杉並区立図書館に届いたものは３４９点、前年比 87.5％と減少して

いる。夏休みの宿題としてこのコンクールを利用していた学校が宿題を廃止したことにより、応募総

数が減少したものと考えられるが、作品自体は力作が多い。「子ども読書月間」の標語コンクールにつ

いては 952 点の応募があり、前年比 148％と大幅に増えた。いずれも表彰式を行った。「本の帯ア

イデア賞」には 647点の応募があり、前年比 111.２％であった。選考が終わり、来月表彰式を行う

予定である。課題であった周知については及第点といえるが、中高生の応募がより多くなるよう今後

も取組みたい。 

 中・高生世代対象の「YA コーナーの充実」としては、杉並区在住の YA 作家・松素めぐり氏の講

演会を開催予定である。一般や小学生からも申込があり、幅広い世代から関心が寄せられている。 

 

〈学校における読書活動の推進〉 

事務局：「読書活動・読書指導の充実」としては、各校で読書月間イベントを開催した。例えば、各校

の先生のおすすめ本を掲示した学校では、未所蔵の本について新規購入した。また読書ビンゴを開催

している小学校が多い。特典はしおり又は一冊多く借りられる券だが、小学生には一冊多く借りられ

る券が圧倒的に人気である。中学校では読書パズルを開催している学校が多い。本を借りるともらえ

るパズルのピースを貼っていくと、一つの絵が現れるというものである。「本の帯アイデア賞」は小・

中学校とも授業で取組んだり、図書委員が参加したりしている。 

「探究学習の場としての学校図書館の活用」については、授業での積極的活用を呼びかけているため、

様々な教科で利用されている。 

「情報活用能力の育成」については、図鑑・年鑑・百科事典等やタブレット端末での検索指導をして

いる。 

「教員向け研修」については、「ネットと生成AIの時代に、なぜ読書？なぜ図書館？？？」というテ

ーマで中央大学図書館の梅沢氏に講演をお願いした。 



「学校司書向け研修」については、10月に本の紹介の研修、11月はオンラインでWebカードを作

る研修をした。12月は学校司書の先進的な実践に学ぶ研修を予定している。 

「学校図書館の環境整備」については、大型ディスプレイの設置が区内 3 分の 1 程度の学校で完了

し、読み聞かせを大きく映すなど授業で活用している。未設置の学校にも順次設置するよう要望を出

している。神明中学校は校舎改築に伴い、現在図書館を仮設校舎内に移設している。「蔵書の充実」に

ついては、視野を広げ多言語に触れてほしいという区民からの寄付（遺贈）があり、1 校あたり 15

万円ほど分配した。国内出版社の英語関連書籍や多読用の図書などを購入している。生徒からの要望

に応え、ハングルの書籍購入を検討している学校もある。 

「特別な支援を必要とする児童・生徒への支援」については、りんごの棚を設置する学校が増えてき

ている。杉並和泉学園では小・中学生が通る廊下に共通に設置したことで、手に取る児童生徒が増え

た。 

 

【質疑応答】 

委員：p.6「特別な支援を必要とする児童・生徒への支援」について、保育園では近年、何らかの支援

を必要とする子どもが 9割を超えるというデータもあり、支援体制の充実は不可欠だ。図書館として

未来へ向けた取組みの展望があれば知りたい。 

館長：区内でりんごの棚を設置している館は２館だが、各館で類似の棚を設置している。こうした取

組みは教育長も賛成しており、今後も積極的に進めていきたい。 

委員：p.13「調べ学習の支援」で、「調べる学習コンクール」への応募が減ってきたという報告があ

った。宿題として課されなくても個人応募したいという意欲的な子どもに対し、図書館側はどの程度

協力するのか支援体制を知りたい。 

事務局：各館に夏休み調べ学習室を設け、調べもの資料の展示をしている。コンクールへの応募総数

は減少しているが、個人応募の対象となる区内在住の国立・私立学校の児童・生徒の中には、公共図

書館でのレファレンスサービスの活用方法を知っている者も多いので支援しやすい。夏休み調べ学習

室内に調べものの資料を展示しているのは、レファレンスサービスの利用を躊躇する児童のための支

援である。調べる学習コンクールの過去の入賞作品についても、参考資料として展示している。 

事務局：子どもたちが気軽に質問できるよう、「レファレンスウェルカムバッジ」をつけている地域館

もある。 

委員：p.4「自主的に地域で活動する人々への支援」内の、地域家庭文庫の展示やブックリストの配布

について、展示やリストなどで推薦されている本は、手に取る機会が増えるものなのか。 

事務局：面出しされた本は印象が伝わりやすいこともあり、ブックリストの解説を読み、内容を確認

しながら本を吟味している利用者が多かった。 

委員：リサイクル本の配布事業を頻繫に行っているが、利用者はいるのか。 

事務局：ボランティア団体からの寄贈本をリサイクルに出した時は、児童館や保育園などが大量に持

ち帰りすぐになくなった。 

委員：ブックリストは良い取組みなので、生徒が一人一台持っているタブレット端末に PDF で配布

してみてはどうか。また小中学生が多言語に触れる機会の提供について、様々な言語で書かれた資料

をセットにして各校に貸出し、国際理解教育に繋げるという試みをしてみてはどうか。そして「りん

ごの棚」のような活動と併せて、どのような障害がどのような支援で改善されるのか理解を深めるこ



とのできる本を各校へ貸し出すという試みもしてみてはどうか。西高生の図書館活動については、同

世代向けのおすすめ本紹介だけでなく「西高生が小・中学生の時にはまっていた本」などの、年少者

向けの展示をしたら小・中学生の保護者にとっても興味深いものになるだろう。 

事務局：先々のビジョンとして考えていきたい。 

委員：p.9「親しみやすい環境づくり、快適な読書空間」中の「ハロウィン工作会」などのイベントは

無料なのか、またどのように周知しているのか。 

事務局：図書館での児童向けイベントは全て無料で行っている。館内配布チラシやポスター、図書館

ホームページなどで周知している。子どもセンターなど近隣の公共施設にチラシやポスターを掲示す

ることもある。 

委員：子どもの本の選書は難しく、ブックリストの作成は大変良い試みだ。今後子ども読書や学校に

地域図書館がどのように関わっていくかが課題である。 

館長：「○○がおすすめする本」に関心を示す利用者は多い。またリサイクル本は毎回好評で、すぐに

配布が終了することも多く、読書機会の提供になると実感している。そして今後は中高生の居場所づ

くりとして、YA コーナーの充実に力を入れていきたい。区では児童館廃止論から一転、存続に舵を

切った。中高生向けの児童館を作る案も出ている。そこにどんな本を置くかという課題は、学校図書

館・地域館・中央図書館で協力して考えていきたい。 

委員：児童館に関する方針転換は図書館にどのように影響してくるか。 

館長：中高生向けの選書に関する課題が出てくるので、図書館として協力していく。 

委員：図書館の役割が以前より拡大したことは、図書館政策をより積極的に頑張っていこうという（意

欲への）追い風になっているところはあるか。 

館長：居場所づくりだけでなく、中高生とその上の世代にどう本に親しんでもらおうかということを

中心に考えている。 

委員：児童館には団体貸出を行っているか。 

事務局：行っている。 

委員：児童館に本を置くことには賛成だ。館によって読書環境にばらつきがあるのは好ましくない。

図書館で統括できるのか。 

館長：統括はできない。 

事務局：図書館としてはそうした格差の是正のためにも、「子ども読書活動推進計画」の「家庭・地域

における読書活動の推進」として、保育園・幼稚園・子供園・児童館への支援を行っている。P.3 に

も記載されているように、児童館でも読み聞かせや、幼い子連れの親に読書の大切さを啓発する活動

などを行っている。 

委員：文庫と児童館では共通する部分が多いのか、異なる部分が多いのか。 

委員：全く違う。子どもが集まる場所という意味では共通するが、児童館に詳しくないのでお答えで

きない。 

 

４ 意見交換 テーマ：図書館クイズラリー 

５ その他、自由討議 

事務局：今回は図書館クイズラリーについて報告する。図書館が所蔵する様々な本に触れてもらうこ

とや、読みたい資料の探し方を知ることを目的に、5館が開催した。 



   ＜資料 3を用い、各館のクイズラリーについて説明＞ 

【質疑応答】 

委員：各館様々な工夫が見受けられるが、クイズから読書に繋げられるかどうかという課題もある。 

委員：「こんとあきクイズラリー」のように、本を読まなければ解答できない問題を最後に付け加えれ

ばいいのではないか。 

事務局：問題に使用する本のレベル設定が難しい。成田図書館のクイズには本のある箇所を読めば答

えられる設問があるが、それでは手にした本を全部読まずに戻してしまうので、利用促進に繋がらな

い。 

委員：例えば、図鑑を使用するクイズで、樫の木は何科の何目か調べよという問題を出し、木につい

てもっと知りたかったらこの本を読むといいというブックリストを最後に渡せば利用促進に繋がり、

図書館の利用カード発行も増えるのではないか。先ほども出た話題だが、来館すれば様々な恩恵を得

られるが、どんなにいい取り組みでも、図書館に来館しなければ知ることもないので、図書館を利用

したことのない子どもが来館するための裾野を広げる活動に力を入れる必要がある。今はイベントを

面白くすることに全力を注いでいるが、そこは８割に止め、周知に２割の力を注いではどうか。活動

が広まらないことは大変もったいない。 

委員：近隣の郵便受けにチラシを投函するのは問題ないか。 

事務局：新しい図書館の開館時などにチラシの各戸配布を行うことはある。 

委員：町内会に配布してはどうか。 

事務局：町内会への配布については時間の問題がある。預けたチラシを全員に行渡らせるのに１か月

ほどかかるなど、開催当日までに情報が行き届かない可能性があるので、早めに準備する必要がある。 

委員：公共施設の入口などにある掲示板に掲出してはどうか。 

事務局：掲示板は区民のものなので、区のイベント関連チラシを掲出できない規則がある。 

委員：学校図書館では低学年は授業で週１回必ず図書館を利用するので、そこで周知してはどうか。

区立図書館と学校図書館で合同スタンプラリーをしているところもあるので、図書館に行くための動

機付けとして取り入れてもいいのではないか。 

館長：学童クラブや児童館など色々な施設と協力することは考えられる。 

委員：クイズラリーは単日実施か。 

事務局：今川図書館は単日開催のイベントだったが、その他の館は１か月程度開催していた。 

委員：２回開催してはどうか。１回目に参加して面白かったら、２回目にも参加したり、学校で周知

したりする可能性もある。 

委員：多くの方に来館してもらうことが今後の課題である。世代や嗜好もそれぞれ異なるため、試み

に対象年齢やカテゴリーを絞ったイベントを開催してみて、好評なものを各館で共有してみてはどう

か。様々なことを試みて、成功したものを次に繋げていく段階ではないか。 

会長：図書館では利用冊数が経営に直結することはないが、出版業界では売り上げが経営を大きく左

右する。そうした視点からの意見を知りたい。 

委員：出版業界は未来の子どもについて考えている点では図書館と共通しているが、何を最初に解決

すれば目指す姿に近づけるかという視点で考えているところに特徴がある。今の話でいえば、子ども

の興味を盛り上げるのか、図書館に行くことを盛り上げるのか、様々な段階を経て本を読むという行

為に到達するが、そこに向かうどんなポイントを最初に解決するか、ということから始まるといい。



各館での取組みで成功したことや失敗したことを共有し、次年度に反映することはすぐにできる。 

委員：来館した子どもをより高める活動を続けてほしい。来館者増は永遠の課題であり、すぐに解決

できることではない。長く関わり続けなければならない問題である。 

事務局：次回のテーマについて、これまで２回図書館行事の報告をテーマにしてきたが、今後もそう

すべきか。次に繋げられることをテーマにすべきか。 

委員：委員になって日が浅いので、様々な取組みを知ることができていい。今後も続けてほしい。 

委員：図書館の活動の中で、これを紹介してほしいという要望はあるか。 

委員：教員向け研修について知りたい。 

委員：研修というと狭い範囲の話だが、教員への働きかけということでよいか。 

委員：先生が読書に関心を持っているクラスの子どもと、そうでないクラスの子どもでは、差がつく

のではないか。大切なことだ。 

委員：杉並区の教員向けの取組みは膨大である。全てには手が回らないという教師に向けてどんな工

夫をしているかという話ではどうか。現在は働き方改革により教員へのアンケートが禁止され、研修

の数も減らされているので、全国的にも図書館が後回しにされがちである。そうした中で図書館とし

て、教師にどのように働きかけをしていくかという正念場でもある。現状を踏まえた話が聞きたい。 

委員：今朝、司書教諭の持ち時間が軽減されていないという読売新聞の調査記事をインターネットで

見た。図書館を利用した授業への取組みも半分に満たないという話である。専任の司書教諭は全校に

いるわけではなく、教員の誰かが担当しなくてはならない。学級担任など教員としての通常業務をこ

なしながら学校図書館の仕事もしなければならない現状である。 

委員：事務局から、その新聞記事の URLを委員に回覧してほしい。 

委員：最後に自身の関心や普段の活動報告等を一言ずつお願いしたい。 

委員：多様な人々を受け入れる社会のあり方に関心がある。障害者への読み聞かせ活動に参加したと

き、本の捉え方が健常者とは全く違うことに驚いた。知ること、体験することが彼らを知る最初の一

歩だと感じた。区立図書館での手話の読み聞かせ活動の報告も、大変興味深かった。全ての人が本を

楽しめる世の中を実現するには、自分たちに何ができるのか考えていきたい。私自身は乳幼児の教育

に携わっており、日ごろから 100 名近くの保護者にヒアリングを行っているのだが、生活の中にデ

ジタル環境が浸透していることに驚かされる。自身を含め子どもに動画を見せることが当たり前の世

の中になり、少しの罪悪感と良質なものを見せているのだから子どものためになっているのだという

相反する気持ちがある。その中で絵本を親子で共有する喜びや、子の成長に気づく時間を持つこと、

自身が子どもの頃に親に絵本を読んでもらった経験があるからこそ、我が子への読み聞かせを当たり

前にできることに大きな価値を感じる。今後は読み聞かせを将来に継いでいくためにできることを考

えていきたい。 

委員：親子で一緒に歩いている時でさえ、一瞬たりともスマートフォンから目を離さない親が多い。

電車に乗ってもスマートフォンから目を離さない。スマホと育児をテーマにした本によると、親は子

どもにもスマートフォンを与え、家族それぞれスマートフォンを見ている状態だという。病院の待合

室で絵本の読み聞かせをしている親を見かけると、「凄い」と感じるほどである。スマートフォンの育

児への影響を放置していいのだろうか。問題意識を持たずに、本など読まなくていいという風潮に流

された結果、本を読まずに動画ばかりを見て、視力が落ちる子どもが増えていることに危機感を抱い

ている。 



委員：自身が読み聞かせ活動をしているので、子どもに読み聞かせをするのは当然のことと考えてい

たが、幼い子を持つ若い親と話した時に、我が子に読み聞かせをするという発想が全くなかったので

驚いた。話してみればその大切さを理解し、「今日早速子どもに読み聞かせをしてみる」とは言ってい

たが、家庭文庫を利用したり読み聞かせに参加したりするような親とそうでない親とでは、意識の差

が極端であると気づいた。別件だが、先日文教委員会を傍聴した際、館長や議員の「図書館を良くし

ていこう」という意欲を強く感じられた。命に関わる差し迫った問題ではないからと後回しにされる

ことを懸念していたが、そうではないと分かった。しかしながら、専任司書の働かせ方についてはも

っと考慮すべきである。 

委員：私自身が幼い頃に読んだ本が今でも読み継がれていることには驚いた。自身が子どもの時に読

んで良いと思ったものを、我が子にも引き継ぎたいという思いが強いため、復刊が多いと聞いたこと

がある。インターネットで調べれば色々なものが検索できる現代でも過去の名作がこれほど求められ

ているのは、親が（子どもに良いものを与えたい一心で）迷える子羊のように探し回った結果なので

はないか。そうした親には必要とされているので、上手く提供していけたら良いと強く思う。課題と

しては、図書館が好きで頻繁に利用する層だけでなく、普段足が向かない人にも来館してもらうこと

である。これは図書館存続のための条件でもある。これだけスマートフォンで何でもできると思われ

ている社会では、図書館不要論が高まり予算が削られ、冴えなくなり、益々利用者が減ってしまうの

ではないかという危惧がある。今までの図書館のままではなく「スマホも見るけど、本も読むよね」

というような、若い世代にアピールできるものがほしい。そのためにも、居場所という考えは大事だ。

図書館に子どもの足が向かないのは、静かにしなければいけない、行儀良くしなければいけないと考

えているからだろう。図書館でもうるさくしなければおしゃべりしてもいいという程度までハードル

を下げ、児童館とは違うけれどここに来れば相手をしてくれる大人がいるとか、自分の好きなことを

話せる仲間がいるとか、もっと開かれた場所にできればいい。スマートフォンと本は本質的に別物で

ある。スマートフォンは「見る」と言うが、本は「読む」と言う。スマートフォンなどの画面上のも

のは視覚として入ってくるだけで、本とは脳内での認識の仕方が違うのではないか。「見る」場合は単

語を拾うだけで、情報を捉えるには十分だが、「読む」とは表現や助詞なども理解することであり、そ

の能力がなくなると日本語も必要なくなる。AI翻訳と同じになってしまう。それは危険ではないか。

情報を得るために自身もスマートフォンに頼ることはあるが、本を読むことはすごく大事で、別次元

の話だ。若い世代にも、なるべく早いうちに本とスマートフォンの違いを理解し、本には本の良いと

ころがあると知ってほしい。そのためには本に触れてもらいたい。図書館に来る子はいるけれど、そ

の子たちだけを相手にしていては先細りになってしまうので、来ない子たちにどうやってアピールす

るか、楽しいイベントを色々と考えたい。「夜のミュージアム」のように「夜の図書館」というイベン

トがあってもいいのではないか。ぬいぐるみを宿泊させるイベントのように、子どもたちが寝袋を持

って図書館に来て、一晩怖いお話を聞いたり、お泊りしたりできれば面白いのではないか。 

委員：自身も子どもを持つ親として、スマホ育児の話は耳が痛い。母親の立場から発言すると、今は

共働き世帯が多く忙しい。子どもを寝かしつけるまで慌しく、本を読んではいるが時間的に厳しいと

思うこともしばしばある。忙しい母親としては、図書館イベントについても情報がもっと入手しやす

ければいいと感じる。またスマートフォンを子どもに見せることへの批判も理解してはいるが、レス

トランなどの人が多い場所で、子どもが騒がないように注意を引きつけておくために見せているとい

う場合もある。社会全体が子育て世代に寄り添い、そうした事情を汲んでくれるとありがたい。私は



本が好きだが、今は読む時間が余りない。先日オーディオブックを聞き、やはり本はいいものだと再

認識したので、親に本の大切さを知ってもらうというのも良いことなのではないか。 

委員：昭和、平成、令和と教育現場に携わってきたが、子どもの生活が多様化していく中で、保護者

が関わる子どもが減ってきている。そういったところが狙い目なのではないか。上手く関わりが持て

る場ができると、入っていけるのではないか。 

委員：各委員の話には共通点が多かった。スマートフォンが子育てや子どもの成長にとってどうある

べきかという話、図書館に来る子だけでなく、本を読まない子にどう働きかけていくか、保護者とど

う関係していくかなど、次回までに各自考えを深めてほしい。 

 

６ 事務連絡（次回開催予定） 

第３回 2月～３月初旬（日程調整：１月） 

 

７ その他 

 次回までに、子供向けの「スマホに勝てる本」を各自で選んでくる。委員推薦の本は区内図書館で

の展示も行いたい。 

 


